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みんなでつくるPTA

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校・附属中学校
４面コラム　ここに母校あり

　晴天とやさしい春風に見守られた今年の写生大会にも、友達同士やご家族
そろって、たくさんの皆さんが参加してくださいました。当日は、開催時間
前から画用紙を受け取るための長い列ができていて、参加者の皆さんの意気
込みを感じました。また、山下公園が全国都市緑化よこはまフェアの会場の
一つであったことで、いつも以上に花を感じる今年の横浜を描いていた方も
多くいらっしゃいました。

第160号

《図工委員の先生方の講評》
　参加した皆さんが描いた絵は、横浜市立小学校図画工作
教育研究会の先生方が受け取って、一人ひとりにやさしく
丁寧に講評をされていました。

参加しようと思った理由は？
・�絵を描くのが好きだから。
・�普段はじっくりモノを見る機会がない
ので、今日はいい機会。
・�講評してもらえるのが、子どもたちに
とってはうれしいから。（お母さん談）

絵を描いてみての感想
・�一番頑張ったところは海の色です。
・�観覧車やビルが難しかった。
・�先生のお話を聞けてうれしかったです。
・�お友達と一緒にまた参加したいです。
・�途中でうまくいかなくて、泣いちゃっ
たけど、頑張りました。

《
参
加
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
》

《晴天の山下公園、たくさんの方が参加しました》
　お父さんやお母さんが、自分が子どもの頃に参加して
楽しかったので、今日は自分たちの子どもを連れて参加
している、というご家族にもお会いしました。34回目
を迎えたこの写生大会
が、歴史と未来を感じる、
ここ横浜に定着したイベ
ントであることを改めて
実感しました。

＜前列　左から＞
副会長：荒巻　正則（港北区樽町中学校）
副会長：丸山　智美（戸塚区平戸中学校）
会　長：海上　良太（南区南中学校）
副会長：樋口眞砂子（高等学校部会金沢高等学校）
副会長：安藤　秀朗（中学校長会領家中学校長）

　横浜市健康福祉センターホールで表彰式が行われました。
入賞者は壇上で賞状を受け取り、とても誇らしげな様子でし
た。入賞作品は横浜市民ギャラリーに展示されましたが、ど
れも力作揃いでした。
　横浜市ＰＴＡ連絡協議会ＨＰにて受賞作品の掲載を行います。
　→http://pta-yokohama.info/

★山下公園ファミリー写生大会の立ち上げをリードされた
公益財団法人美育文化協会の平間直樹常務理事にお話をう
かがいました。
　第１回目の写生大会は、あらかじめ用意した画用紙を大
幅に超える参加者があったため、名刺を片手に文房具屋さ
んから画用紙を借り集め、横浜市内の文房具屋さんから画
用紙がなくなりました。また、写生大会の途中で急に雨が
降り出した年は、びしょぬれになりながら絵を描き続ける
お子さんに傘を差し続けたお母さんの姿。この年は雨つぶ
模様の作品がそろった写生大会となりました。34回を迎
えた「山下公園ファミリー写生大会」は、このようなたく
さんの思い出をつむいで、長い歴史のある全国を代表する
写生大会に育ちました。

美
育
文
化
協
会
　
平
間
直
樹
常
務
理
事

日時：平成29年６月３日（土）午後１時30分〜
場所：横浜市健康福祉センター

《第34回山下公園ファミリー写生大会表彰式》

平成29年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会　役員・会計監査 平成29年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会　大会式および総会 開催
「おとなも育とう、こどもと共に〜ＰＴＡで築く　信頼・規範・ネットワーク〜」

横浜市ＰＴＡ連絡協議会主催
平成29年4月23日（日）9:30〜14:00

◉横浜市長賞

別所小学校１年
谷川ののか

山王台小学校３年
馬渕和奏

菊名小学校５年
瀧　隼人

・�お話が聞こえてきそうな絵ですね、
絵本のさし絵みたいだ！

・�海が動いている感じがよく出てい
ます。

・�お花のかおりがすごくしますね〜
春色の感じがします。

・�氷川丸が大きいというのがよくわ
かるね。

＜後列　左から＞
書記：七海　雷児（神奈川区三ツ沢小学校）
書記：星　　　睦（旭区万騎が原中学校）
書記：青木　　潤（緑区十日市場中学校）
会計：菅野　陽子（鶴見区市場中学校）
会計：橋本　静江（�特別支援学校部会
　　　　　　　　　港南台ひの特別支援学校）

　６月16日（金）午後1時より関内ホールにおいて、市
内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の各代表
および関係者695名の出席のもと、平成29年度横浜市
ＰＴＡ連絡協議会大会式および総会が開催されました。
◆大会式◆
開会のことば、国歌・市歌斉唱に続き、平成28年度市P
連会長生田麻実より挨拶がありました。来賓からは、横
浜市教育委員会岡田教育長、横浜市立中学校校長会諏訪
部校長から祝辞が贈られました。来賓紹介、横浜市長の
祝電披露の後、優良ＰＴＡ・広報紙コンクールの各受賞
団体の表彰、横浜市立小学校図画工作教育研究会、平成
28年度市P連理事・常置委員への感謝状贈呈が行われま
した。
◆総会◆
開会のことば、資格確認に続き、議長団が選出され、予
定の議案は審議後すべて承認されました。
◆議事◆
平成28年度　事業報告、会計決算・監査報告、補償制
度維持費決算・監査報告
平成29年度　理事(案)、役員および会計監査(案)、ス
ローガン(案)・活動方針(案)・事業計画(案)、予算(案)、
補償制度維持費予算(案)、規約改正(案)
　新役員・会計監査の紹介と挨拶、退任役員の挨拶に続
き、ＰＴＡの歌の斉唱で閉会しました。

会計監査
　大場　政江（中区横浜吉田中学校）
　中山　大輔（高等学校部会横浜サイエンスフロンティア高等学校）

新会長あいさつ
海上　良太
（南区南中学校）
　日頃より横浜市Ｐ連へのご理
解、ご協力ありがとうございます。
　現代社会の変化に伴い、ＰＴ

Ａのあり方について様々な議論がなされてい
る中、ＰＴＡの任意性を理解していただき、人
と人とのつながりを軸に、誰もが楽しく子ど
もたちのために活動できるＰＴＡづくりを発信
していきたいと思っております。ご協力よろし
くお願いいたします。

前会長あいさつ
生田　麻実
（みなと総合高等学校）
　横浜市Ｐ連の役員や理事、常
置委員をはじめ、多くのみなさ
まとＰＴＡという組織や保護者

のあり方を考える１年になりました。心より
感謝するとともに、今後とも変わらぬご理解
ご協力をいただけますようよろしくお願い申
しあげます。

副会長
柳澤　潤　
　小学校長会
　戸部小学校長

安藤　秀朗
　中学校長会　
　領家中学校長
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中区
南区泉区

戸塚区
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磯子区栄区

神奈川区

鶴見区

港北区都筑区

青葉区

緑区

　各学校で活動するＰＴＡは「単位ＰＴＡ（単Ｐ）」と
呼ばれています。この単Ｐが区で集まって「区ＰＴＡ連
絡協議会（区Ｐ連）」を組織しています。「区P連」と「特
別支援学校部会」、「高等学校部会」が集まって「横浜市
ＰＴＡ連絡協議会（市Ｐ連）」を構成しています。単Ｐ
だけでは難しい、区や部会全体規模のイベントや行政と
の連携、各学校へのサポート等を行っています。
　今回はもしかしたら初耳の方も多いかもしれない、区
Ｐ連・部会の活動をご紹介します。

青葉区 小学校 31
中学校 12

　子どもたちのより良い成長を願い、楽し
く子育てをしていくにはどうしたら良い
か、わかりやすくヒントを教えてくださる
方に交流会全体会での講演をお願いして
います。28年度は「楽
しみながら子どもの人
間力と学力を伸ばすに
は？」をテーマにお話
を伺いました。

都筑区 小学校 22
中学校 8

　月1回単Ｐ会長の理事会および小学校・
中学校部会を開き、7月にＰＴＡ役員、委
員を対象とした情報交換会を班分けして行
い情報を共有しています。１月には単Ｐの
保護者を対象と
した研修会とし
て講演会を開催
しました。

瀬谷区 小学校 11
中学校 5

　各小中学校および瀬谷区三師会（医師会、
歯科医師会、薬剤師会）が協力し、熊本地
震に対して募金活動を行い100万円が集ま
りました。地震以来給食の提供ができなく
なっていた益城
町の子どもたち
の給食再開につ
なげることがで
きました。

緑区 小学校 15　中学校 6
義務教育学校 1

　単Ｐの活動をより充実させることを目的
に「指導者研修会全体会」を行っています。
28年度は「みんなで育む子どもの未来〜と
もに学び考え、行動
するＰＴＡをめざし
て〜」をテーマに、
ワークショップを行
いながらの講演会を
開催しました。

戸塚区 小学校 27
中学校 9

　10周年を迎えた「戸塚っ子いきいきアー
トフェスティバル」の記念愛唱歌「戸塚っ
子マーチ」を子どもたちが作詞作曲しまし
た。単Ｐ36校を４
つに分け、各々で
講演会・体験教室・
ドッチビーなどで
交流を深めていま
す。

泉区 小学校 16
中学校 8

　泉区と共に誕生した泉区Ｐ連も、28年に
創立30周年を迎えました。活動テーマ「つ
なげて　つづいて 30年〜夢、希望そして
未来へ〜」に沿っ
て、指導者研修会
全体会・記念講演
会や30周年記念行
事が盛大に開催さ
れました。

磯子区 小学校 16
中学校 7

　保護者と教職員の交流の場となっている
インディアカ大会は、15年以上も続き、毎
回大変盛り上がっています。また、単Ｐの
情報交換、役員交流の場として、ＰＴＡ役
員の分科
会を開催
していま
す。

栄区 小学校 14
中学校 6

　保護者と教職員の情報の共有をはかり、
結束力のある活動を心がけています。28年
度は市内在住の歌手で発達障がい児の父で
もある、うすいまさ
とさんの講演会を行
いました。また指導
者研修会で、区内に
ある警察学校を見学
しました。

港北区 小学校 25
中学校 9

　基本は単Ｐでの活動です。身近でわかり
やすく保護者にとっても意欲が湧きやすい
からです。分科会を通じて、研修会や旬の
テーマなどについての情報をフィードバッ
クすることに
より、単Ｐで
の 活 動 を サ
ポートしてい
ます。

旭区 小学校 24
中学校 12

　「区Ｐ連の仕組みがわからない」、「どう
したら積極的に参加してもらえるか」との
声を受けたことから、アンケート調査を行
いました。保護者が参加しやすいような、
今までの枠に
とらわれない
活動のあり方
など意見交換
を行いました。

港南区 小学校 21
中学校 10

　毎年単Ｐで役員が集い「ＰＴＡ役員交流
会」を和やかに行っています。小中学校で
役職ごとに分かれて、それぞれの活動状況
や委員選出方
法など、活発
な情報交換を
行い、自校の
活動の参考に
しています。

金沢区 小学校 21　中学校 9
義務教育学校 1

　「原点回帰〜子どもたちに豊かな未来を」
をテーマに活動しました。ＰＴＡの皆様に
寄り添った活動をすべく、単Ｐ会長や校長
と、テーマに沿った意見交換を活発に行い
ました。今後も、
子どもたちの明る
い未来のために活
動を続けます。

鶴見区 小学校 22
中学校 9

　約500人のＰＴＡの皆様が参加した活動報
告会を28年12月に開催。子どもたちのた
めに頑張ろう！　
と結束を深めまし
た。また当番校で
ある潮田中マーチ
ングバンドの演奏
もあり大いに盛り
上がりました。

保土ケ谷区 小学校 20
中学校 8

　昭和43年より始まった、保土ケ谷区伝統
のＰＴＡバレーボール大会。28年度は21校
が参加しました。例年11月に保土ケ谷公園
体育館で決勝大
会が開催されま
す。熱戦が繰り
広げられ、応援
にも熱が入りま
す。

南区 小学校 17
中学校 8

　28年度第２回研修会では、メンタリスト
DaiGo氏をお招きして講演会を開催しま
した。ご自身の経験をもとに具体的事例を
挙げ提案される「毎
日をポジティブに過
ごすヒント」の数々
は、参加者の心に強
く響きました。

特別支援学校部会 学校数 12

　特別支援学校部会は、盲・ろう・知的・
肢体・病弱の12校で構成されています。年
4回の理事会の他に、分科会、講演会を企
画し、部会便りを発行しています。バザー
を開催する学校
も多いので、ご
興味のある方は
お立ち寄りくだ
さい。

神奈川区 小学校 19
中学校 7

　神奈川公会堂にて、横浜国立大学名誉
教授 高木展朗先生による講演会「勉強っ
てなに？」を開催し、
272名が参加されまし
た。教育環境も変化す
る中、これからの時代
に求められる資質・能
力について知ることが
できました。

西区 小学校 9
中学校 5

　小規模な区である特性を活かし、各校同
士の交流をはじめ、年7回の協議会で積極
的な情報交換を行っています。28年度は、
民生委員・児童委員
との意見交換会、子
どもたちの交通安
全、人権の大切さに
ついて学ぶ研修会を
行いました。

中区 小学校 9
中学校 5

　総会と年４回の「幹事校・正副会長会議」
および「会長・校長・実務者会議」を開催
しています。28年度は、イベントとして「ス
ポーツ文化交流会〜リフレッシュエクササ
イズ・ヨガ」「中
区教育を語る会〜
家族が仲良く暮ら
すためのヒント」
を実施しました。

高等学校部会 学校数 11

　高等学校部会は、毎年著名人を招き講演
会を開催しています。写真は、昨年開催し
た講演会で、パラリン
ピックで長年にわたり
活躍し、金メダルを始
め数多くのメダルを獲
得した「大日方邦子」
さんの講演の様子です。

※数字は学校数
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山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

東
市
ヶ
尾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
青
葉
区
）

市
ヶ
尾
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

川
和
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
都
筑
区
）

早
渕
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

笠
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
栄
区
）

上
飯
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
泉
区
）

瀬
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
瀬
谷
区
）

港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
特
支
部
会
）

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
表
彰

俣
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
戸
塚
区
）

※
平
成
29
年
度
よ
り
深
谷
台
小
と
統
合
し

　

横
浜
深
谷
台
小
と
な
る

　

〇
桜
丘
高
等
学
校（
高
校
部
会
）

「
櫻
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」  　

　

写
真
を
多
用
し
て
充
実
し
て
い
る
。

「
卒
業
生
紹
介
」
は
法
曹
界
、
財
界
を

は
じ
め
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
能
、

プ
ロ
レ
ス
と
多
士
済
々
、
心
強
い
先
輩

た
ち
の
顔
ぶ
れ
だ
。
内
容
も
率
直
で
く

だ
け
て
お
り
、
生
徒
ら
の
進
路
決
定
に

大
い
に
役
立
っ
た
の
で
は
。

　

〇�

港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校（
特
支
部
会
）

「
み
ど
り
の
風
」  　

　

先
生
を
は
じ
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
担

当
者
、
監
視
室
、
通
学
支
援
員
の
方
々

ら
多
く
の
人
々
の
輪
の
中
で
学
校
が
存

立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
紙
の

若
葉
、
桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
配
色
が
き

れ
い
。
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
る
い

未
来
を
予
感
さ
せ
る
。

　

〇
平
沼
小
学
校
（
西
区
）

「
ひ
ら
ぬ
ま
」 　

　

〇
滝
頭
小
学
校
（
磯
子
区
）

「
た
き
が
し
ら
」 　

　

〇
並
木
中
央
小
学
校
（
金
沢
区
）

「
な
み
き
み
ち
」 　

　

〇
菊
名
小
学
校
（
港
北
区
）

「
き

く

な
」 　

　

〇
つ
づ
き
の
丘
小
学
校
（
都
筑
区
）

「
つ
づ
き
の
風
」 　

　

〇
平
戸
小
学
校
（
戸
塚
区
）

「
な
し
の
実
」 　

　

〇
生
麦
中
学
校
（
鶴
見
区
）

「
風

早

台
」 　

　

〇
末
吉
中
学
校
（
鶴
見
区
）

「
丘
の
響
き
」 　

　

〇
岩
崎
中
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

「
い
わ
さ
き
」 　

　

〇
六
浦
中
学
校
（
金
沢
区
）

「
広
報 

六
浦
中
」 　

　

〇�
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
　

高
等
学
校
（
高
校
部
会
）

「
Ｙ
Ｓ
Ｆ
Ｈ-

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」 　

　平成29年４月１日に附属中学校が開校し、
新中学１年生の保護者もＰＴＡの会員として
無事に迎えることができました。中高一貫校
としてＰＴＡも中高の保護者が一緒に活動を
始めています。
　そんな活動の最中、生徒や先生方だけでな
く、私たちＰＴＡのスタッフもお世話になる
のが本校自慢のカフェテリアです。育ち盛り
のためのボリュームたっぷりのメニューが用
意されています。
　しかしながら、生徒たちには味やボリュー
ム以上にここで過ごす時間がこの学校の記憶
に残りそうです。鶴見川に面した高い天井と
ガラス張りの明るい空間、席から見える広い
空と川の流れから、時間すらゆっくり流れる
ように感じます。
（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学
 校・附属中学校

保護者と教職員の会会長　角谷弘樹）

　日本ＰＴＡ全国協議会では、国際社会で活躍できる人材を育成するため、全国から中学生を選抜し
研修旅行学習を開催しています。平成28年度は３月26日〜30日に沖縄県渡嘉敷島・糸満市の青少年
の家にて行われ、横浜市からは２名の中学生が参加しました。

平
成
28
年
度 

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
校
と
作
品
講
評

　

平
成
28
年
度
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
１
１
９
校
の
作

品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
会
長
賞
10
作
品
は
、
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
「
全
国
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
横
浜
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
会
長
賞
講
評
は
神
奈
川
新

聞
社
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
校

各
区
部
か
ら
推
薦
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
し
て
い
る
。

　

〇
山
田
小
学
校（
都
筑
区
）

「
や
ま
た
」  　

　
「
算
数
大
好
き
大
作
戦
」
は
ま
れ
に

見
る
傑
作
。「
考
え
方
を
表
現
す
る
」「
体

験
を
説
明
す
る
」
な
ど
通
り
一
遍
で
は

な
い
視
点
を
生
か
し
て
算
数
を
解
き
明

か
し
て
い
る
。
親
子
と
も
今
日
か
ら
算

数
に
取
り
組
も
う
と
気
持
ち
を
か
き
立

て
ら
れ
る
意
欲
作
に
感
服
。

　

〇
中
田
小
学
校（
泉
区
）

「
な
か
だ
」  　

　

全
号
通
し
て
似
顔
絵
が
生
き
て
い

る
。
４
コ
マ
漫
画
も
新
た
な
試
み
。「
マ

ル
秘
ス
ポ
ッ
ト
」
も
学
校
の
隠
れ
た
名

所
を
上
手
な
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
、
子
ど

も
な
ら
ず
と
も
一
度
訪
ね
て
み
た
く
な

る
。
学
年
別
の
先
生
紹
介
は
親
近
感
あ

ふ
れ
て
楽
し
い
。

　

〇
浜
中
学
校（
磯
子
区
）「

Ｈ
ａ
ｍ
ａ
」  　

　

シ
ン
プ
ル
な
レ
イ
ア
ウ
ト
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
見
や
す
い
。
写
真
を
多
用
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
を
登
場
さ
せ

た
。
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
る
。

　

〇
荏
田
南
中
学
校（
都
筑
区
）

「
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」  　

　

表
紙
を
含
め
デ
ザ
イ
ン
が
美
し
い
。

写
真
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し
て
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
で
の
生
徒
た
ち
の
エ

ン
ジ
ョ
イ
ぶ
り
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ

か
る
。
特
集
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
編
集

後
記
の
川
柳
の
飾
り
気
な
く
率
直
な
感

想
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　

〇
領
家
中
学
校（
泉
区
）

「
領

家
」  　

　

写
真
で
見
せ
る
広
報
紙
。「
教
え
て

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ど
う
し
て

る
？
」
は
好
企
画
。
思
春
期
の
子
ど
も

と
そ
の
親
の
戸
惑
い
、
暗
中
模
索
を
分

析
し
、
今
後
の
関
わ
り
方
の
参
考
に

な
っ
た
。
両
者
が
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

会　

長　

賞

　

〇
子
安
小
学
校（
神
奈
川
区
）

　
　
「
た
ち
ば
な
」  　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
実

態
を
取
り
上
げ
、
保
護
者
、
先
生
、
児

童
ら
の
理
解
を
深
め
た
。
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
隠
れ
た
活
動
に
焦
点
を
当
て

た
好
企
画
。
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

〇
港
北
小
学
校（
港
北
区
）

「
港

北
」  　

　

年
５
回
発
行
の
労
作
。
学
習
帳
的
な

表
紙
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引
い
た
。
中
も

ノ
ー
ト
の
よ
う
で
き
れ
い
な
つ
く
り
。

「
港
北
小
学
校
の
ひ
み
つ
」
が
お
も
し

ろ
い
企
画
。「
大
人
に
な
っ
た
自
分
へ
」

は
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
、
子
ど
も
た
ち

の
大
切
な
宝
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

〇
榎
が
丘
小
学
校（
青
葉
区
）

「
え
の
き
」  　

　

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
過
剰
な
装
飾
の
な

い
つ
く
り
が
好
感
を
持
て
る
。
シ
ン
プ

ル
で
美
し
く
、
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
内
容
が
す
っ
き
り
と
頭
に
入

る
。
親
子
で
楽
し
め
る
広
報
紙
と
し
て

過
不
足
な
く
、
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

平成29年度 横浜市PTA 新任役員研修会ＰＴＡ組織も個人情報保護法が適用

国内研修 in 沖縄日本ＰＴＡ全国協議会主催

ここに母校あり
〜未来にはばたけ〜

中高一貫校になりました

神
奈
川
新
聞
社
賞
・
会
長
賞

　

〇
中
丸
小
学
校（
神
奈
川
区
）

「
な
か
ま
る
」  　

　

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
１
２
０
点
満

点
。「
仲
間
る
パ
ワ
ー
全
開
！
」
の
コ

ピ
ー
も
生
き
て
い
る
。
安
心
安
全
「
ぶ

た
は
し
ゃ
べ
る
」
の
小
技
に
ク
ス
ッ
。

学
校
と
切
り
離
せ
な
い
重
要
な
テ
ー
マ

を
扱
い
な
が
ら
遊
び
心
満
載
で
大
い
に

引
き
つ
け
ら
れ
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
も

た
っ
ぷ
り
。

広
報
委
員
長
賞
・
会
長
賞

　

〇
西
谷
中
学
校（
保
土
ケ
谷
区
）

「
西
谷
中
」  　

　

雑
誌
ば
り
の
豪
華
で
見
栄
え
の
す
る

表
紙
に
は
じ
ま
り
デ
ザ
イ
ン
達
者
。
内

容
も
秀
逸
で
、
学
習
状
況
調
査
は
等
身

大
の
西
谷
中
生
を
浮
き
彫
り
に
し
興
味

津
々
。「
す
ご
い
ぞ
！
先
生
！
」「
進
路

指
導
」
も
積
極
的
内
容
で
視
点
に
工
夫

が
あ
る
。
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
広
報

紙
の
見
本
。

奨　

励　

賞

大
綱
中
学
校　

梶
山　

福
二
郎　

　

僕
が
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
の
は
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
全
国

の
様
々
な
地
域
か
ら
同
じ
年
の
中
学
生
が
沖
縄
に
集

い
行
わ
れ
る
と
知
り
、「
こ
れ
は
、
つ
な
が
り
を
広
げ

る
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
こ
の
沖
縄
研
修
に
参
加
し
て
み
て
、
学
ぶ

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う

中
で
「
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」
や
、「
人

と
の
助
け
合
い
の
重
要
さ
」
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
他
の
人
の
人
間
性
を
感
じ
る
こ
と
で
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
こ
の
事
業
を
通
し
て
「
人
」
と
し
て
成
長
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
経
験
し
た
こ
と
を
自
分
の
将
来

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と

同
時
に
こ
の
研
修
事
業
を
知
ら
な
い
人
が
少
し
で
も

多
く
参
加
し
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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松
本
中
学
校　

岡
田　

麗
愛　

　

私
は
今
回
の
研
修
で
、
色
々
な
事
を
経
験
し
ま
し

た
。
平
和
学
習
で
は
、
語
り
部
の
方
に
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
集
団
自
決
地
の
説
明
を
聞

き
見
学
し
ま
し
た
。
平
和
に
つ
い
て
自
分
が
出
来
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
憲
法
九
条
の
改
憲
に
つ
い
て
、�

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
班
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
と
の
会
話
が
新
鮮
で

し
た
。
初
め
て
会
う
人
ば
か
り
、
し
か
も
色
々
な
県

か
ら
来
て
い
る
人
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い

ま
す
。
全
国
各
地
で
皆
が
頑
張
っ
て
い
る
事
を
聞
く

と
私
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

竹
山
小
学
校　

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

串
田
誠
さ
ん

　

年
々
の
児
童
数
減
少
に
伴
い
、
古
い
組
織
を
見
直
し
、
委
員

会
の
名
称
を
「
部
」
に
変
更
し
、
部
活
動
の
よ
う
に
楽
し
く
活

動
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

六
浦
中
学
校　

前
部
活
動
支
援
会
会
長　

物
井
眞
澄
さ
ん

　

部
活
動
は
生
徒
に
と
っ
て
の
居
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
豊
か

な
人
間
形
成
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。平
成
23
年
度
よ
り
、財
政
面
、

外
部
コ
ー
チ
の
人
的
確
保
等
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
験
事
例
発
表
や
市
Ｐ
連
役
員
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受
け
た
き
っ
か
け
や
活
動
の
心
持
ち
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
も
あ
り
、
度
々
笑
い
が
起
こ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
研
修
会
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
経
験
事
例

本校自慢のカフェテリア

デジタルビジネス局


